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安

初

期

の

角

筆

一
、

従
来
の
角
筆
点
資
料
と
そ
の
意
義

平安初期の角筆点資料

(
注1)

角
筆
と
は 、

象
牙
又
は
竹
で
作
っ
た
小
筆
の
形
の
用
具
を
い
う 。
乙
れ
を
以

て
紙
面
を
直
接
に
傷
つ
け
凹
ま
せ
て 、

ヲ
コ
ト

点
や
仮
名
等
を
書
き
記
し
た
訓

(注2)

点
を
角
筆
点
又
は
角
点
と
呼
ぶ 。

訓
点
を
記
載
す
る
材
料
と
し
て 、

白
粉
の
点 、

朱
点 、

墨
点
等
が 、

従
来
知

ら
れ
て
い
た
が 、

と
の
外
に 、

古
く
角
筆
に
よ
る
訓
点
の
存
し
た
と
と
が 、

乙

の
四 、

五
年
来 、

そ
の
資
料
が
や
や
発
見
さ
れ
て 、

漸
く
判
明
し
て
来
た 。

白

点
や
朱
点
等
が
毛
筆
で
色
に
よ
っ
て
害
か
れ
る
の
と
は
異
な
っ
て 、

角
筆
点

は 、

恰
も
裁
縫
の
へ
ら
で
布
に
跡
を
つ
け
る
よ
う
に 、

紙
面
を
直
接
に
傷
つ
け

凹
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

点
や
仮
名
等
を
書
き
(
掻)

記
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら 、

長
年
月
の
聞
に
は 、

そ
の
跡
も
消
え
か
か
り 、

目
立
ち
難
く
な
っ
て
お

り 、

今
日
ま
で
に 、

角
筆
点
の
加
点
を
確
認
す
る
乙
と
の
出
来
た
資
料
は 、

十

(
注3)

五
点
に
止
っ
て
い
る 。
乙
の
中
の
十
四
点
は 、

次
頁
の
訓
点
資
料
で
あ
る 。

十
四
点
の
角
築
点
資
料
は 、

漢
籍
が
十
一
点 、

仏
典
が
三
点
で
あ
る 。

そ
の

最
古
は 、

東
山
御
文
庫
・

岩
崎
文
庫
及
び
神
田
喜一

郎
博
士
蔵
古
文
尚
書
平
安

中
期
点
(
延
喜
頃
と
推
定
さ
れ
る)

の
角
築
に
よ
る
訓
点
で
あ
り 、

こ
れ
ら
と

占山

資
料

林

芳

規

4
5
6
7
の
七
点
は 、

現
存
す
る
平
安
中
期
漢
籍
点
本
の
総
て
で
あ
っ
て 、

全

巻
に
百一
っ
て
角
筆
の
ヲ
コ
ト

点
と
仮
名
・

声
点
が
存
す
る 。

平
安
後
期
以
降
で

も 、

角
筆
点
を
漢
絡
に
用
い
た
も
の
が
あ
る
が 、

と
の
期
の
は 、

角
筆
点
を
ヲ

コ
ト

点
に
は
用
い
ず
仮
名
の
み
を
散
在
的
に
記
入
し
て
い
る 。
8
9
m
u
の
四

点
の
資
料
が
そ
う
で
あ
る 。

又 、

仏
典
で
は 、

u
n
u
の
三
点
の
資
料
に
角
筆

点
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
が 、

い
ず
れ
も 、

平
安
後
期
以
降
の
も
の
で
あ

り 、

角
筆
は
仮
名
の
み
の
も
の
か 、

日
の
如
く
ヲ
コ
ト

点
・

仮
名
に
用
い
て
・も

一

部
分
に
止
る 、

と
い
う
資
料
で
あ
る 。

乙
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と 、

平
安
中
期
の
も
の
と
平
安
後
期
以
降
の
も
の
と

に
は 、

角
筆
点
の
訓
点
加
施
と
い
う
機
能
の
上
K 、

相
違
が
認
め
ら
れ
る 。

即

ち 、

訓
点
の
機
能
を
ヲ
コ
ト

点
・

仮
名
等
に
よ
っ
て
全
巻
に
施
す
こ
と
を
全
面

的
な
機
能
と
す
れ
ば 、

平
安
後
期
以
降
の
角
笠
点
は 、
一
面
的
な
機
能
し
か
果

さ
ず 、

平
安
中
期
の
角
筆
点
に
比
較
し
て
時
代
の
推
移
K
伴
う
角
筆
点
の
機
能

の
衰
退
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
ζ
れ
に
対
し
て 、

平
安
中
期
の
角

筆
点
は 、

訓
点
と
し
て
の
全
面
的
な
機
能
を
果
し
て
お
り 、

そ
の
点
で 、

白
点

と
同
じ
機
能
を
果
し
た
で
あ
ろ
う
乙
と
を
推
測
さ
せ
る 。

同
時
に 、

平
安
時
代

で
も
前
半
期
に
属
す
る 、

古
い
時
期
の
訓
点
記
載
の
一
方
式
で
あ
っ
た
乙
と
を
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門角
筆点の
所
在筒所〕
門角傘
点の
内容〕

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
(
五
巻 、

延
喜
(
九
O
一

|)

頃)

全
巻

ヲ
コ
ト

点
・

仮
名
・

声
点

古
文
尚
書
平
安
中
期
点

二

巻 、

同
右 、

ω
と
僚
巻)

全
巻

同
右

古
文
尚
書
平
安
中
期
点

ご
巻 、

同
右 、

ω
と
僚
巻)

全
巻

同
右

毛

詩
平
安
中
期
点
(
天
暦
(
九
四
七)

以
前)

全
巻

ヲ
コ
ト

点 、

仮
名

世
説
新
書
巻
第
六
平
安
中
期
点
(
天
暦
以
前)

全
巻

ヲ
コ
ト

点
・

仮
名

漢
書
周
勃
列
伝
平
安
中
期
点
(
天
暦
頃)

全
巻

ヲ
コ
ト

点
・

仮
名
・

声
点

漢
書
抑制
雄
伝
天
暦
二
年
(
九
四
八)
点

全
巻

ヲ
コ
ト

点
・

仮
名
・

声
点

白
氏
文
集
巻
第
三 、

巻
第
四
天
永
四
年
(
二
一
三)

点

散
在

仮
名
・

合
符
・

合
点

文
選
(
九
条
本)

巻
第
二
十
承
安
二
年
(
二
七
二)
点

一
カ
所

仮
名

毛
詩
巻
第
十
五 、

巻
第
十
八
鎌
倉
初
期
点

散
在

仮
名

白
氏
文
集
巻
第
三
正
中
二
年
三
三
二
五)

点

散
在

仮
名
(
平
仮
名
体
多
し)

大
日
経
巻
第
一
長
路
四
年
(一
O
四
O)

点

散
在
(
後
半
部
に
認
む)

仮
名

蘇
悉
地
潟
緩
経
三
軸
の
中
巻
下
治
安
(一

Q
二
|)

頃
点

巻
下
の
巻
頭
よ
り
三
分
の
一
ま
で 。

ヲ
コ
ト

点
・

仮
名

不
空
穎
索
神
呪
心
経
保
口
(
延
か
安
か)

点

散
在

仮
名

ー 、

東

山

御

文

庫

蔵

2 、

岩

崎

文

庫

蔵

3、

神
田
喜
一

郎
博
士
蔵

4 、

岩

崎

文

庫

蔵

5、

京
都
国
立
博
物
館
蔵

6、

大

明

王

院

蔵

7 、

上

野

理
一

氏

蔵

8 、

神
田
喜
一

郎
博
士
蔵

9 、

東

山

御

文

庫

蔵

印 、

東

山

御

文

庫

蔵

口 、

香

陵

部

蔵

ロ 、

五

島

美

術

館

蔵

目 、

高
野
山
大
学
図
書
館
球

目 、

醍

醐

寺

蔵

考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る 。

平
安
初
期
の
角
筆
点
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は 、

右
の
如
き
角
筆
点
の
機
能

の
推
移
と 、

次
掲
の
記
事
と
か
ら 、

漢
籍
に
関
し
て 、

そ
の
可
能
性
を
予
告
し

(
注4)

た
に
止
っ
て
い
た 。

平
安
初
期
に
角
傘
を
以
て
文
字
を
記
し
た
と
い
う
記
事

は 、

三
宝
院
政
大
日
経
疏
巻
第一

(
二
十
紬
の
内)

の
大
治
五
年

三
一
三
O)

覚
延
が
金
剛
峯
寺
文
言
堂
で
書
写
加
点
し
た
本
の
奥
に
次
の
如
く
あ
る 。

自
承
和
十
三
年
(
八
四
六)
四
月
二
十
五
日
始
諮
二
十
八
日
了

聴
衆

哀
雅

大
徳

真
紹
大
徳

恵
詮
大
徳

六〈
無
大
徳

源
仁
大
徳

宗
叡
大
徳

恵
等
大
徳

安
寛
大
徳

恵
蜂
大
徳

真
乗
大
徳

慶
基
大
徳

春
複
大
徳

右
候
仁
和
寺
之
御
室
秘
本
之
奥
以
角
所
被
香
文
也
件
本
之
外
題
大
師
御
筆
可
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の
件
本
交
己
了

永
尋

(
吉
沢
義
則
博
士
「
其
言
宗
の
乎
古
止
点」
『
国
語
国
文
の
研
究』
一
四
七
頁。
築
島

裕
博
士
の
教一不
に
よ
る)

又 、

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
大
日
経
疏
永
久
二
年
(
一
一
一
四)

点
巻
第
十

(
十
六
帖
の
内)

の
三
十
九
丁
哀
に
貼
附
さ
れ
た
紙
片
(
本
文
と
同
筆)

に
朱

書
で 、

是
角
点
説
也

般
若
僧
正
御
点
云

と
あ
り 、

般
若
僧
正
が 、

築
島
裕
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
如
く 、

延
喜
十
九
年
醍

醐
寺
座
主
の
観
賢
と
す
れ
ば 、

と
れ
も
亦 、

参
考
と
な
る 。

更
に 、
『
筆
物
語』

(
成
立
は
一
説
で
は
第
一
部
が
十一
世
紀
初
頭
か
ら
大
し
て
下
ら
ぬ
時
代
と
も



さ
れ 、

諸
説
が
あ
る)

の
冒
頭
の 、かほ

み

す
乙
し
馴
れ
ゆ
く
ま
ま
に 、

顔
を
見
え
物
語
な
ど
も
し
て 、

文
の
て
と
い

と

み

tIllli---

ふ
も
の
を
取
ら
せ
た
り
け
る
を
見
れ
ば 、

か
く
ひ
ち
(
角
筆)

し
て 、
一

か

止しの

いも

首
を
な
ん 、

書
き
た
り
け
る 。

な
か
に
ゆ
く
吉
野
の
河
は
あ
せ
な
な
ん
妹

ぜ

こ《えV

背
の
山
を
越
ゑ
て
見
る
べ
く

平安初期の角筆点資料

(
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
本
文)

「
か
く
ひ
ち」

は 、

単
に
「
角
筆」
の
読
み
方
を
示
し 、

又 、

訓
点
以
外
の
書

記
に
も
角
筆
の
用
い
ら
れ
る
と
と
が
あ
っ
た
証
と
し
て
ば
か
り
で
な
く 、

筆
物

語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
平
安
初
期
(
主
人
公
筆
の
二
十一

歳
が
弘
仁
十
三
年

ハ
八
二
二))

の
文
字
生
活
の
一

端
を 、

同
じ
平
安
時
代
の
作
者
を
通
し
て 、

窺

う
記
事
と
し
て
興
味
深
い 。

十
五
点
目
と
し
て 、

此
の
度 、

興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一
の
延
暦
四
年

(
七
λ
五)
七
月
蓬
箆
書
写
本
か
ら
見
出
し
た 、

全
巻
に
百一
る
角
筆
点
は 、

果

し
て 、

平
安
初
期
の
角
筆
点
の
実
例
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。

従
っ
て
と

と
に
乙
の
資
料
の
角
筆
点
の
調
査
報
告
を
行
う
乙
と
は 、

単
に
ζ
の
一

資
料
の

角
筆
点
に
止
ら
ず 、

以
後
も
同
種
の
角
筆
点
資
料
を
発
見
す
る
可
能
性
を
示
す

も
の
と
し
て
意
義
も
あ
ろ
う
と
考
え 、

敢
え
て
公
表
し
た
も
の
で
あ
る 。

本
稿

で
は 、

と
の
資
料
の
角
筆
点
が 、

確
か
に
平
安
初
期
の
加
点
で
あ
る
ζ
と
の
証

明
に
重
点
を
置
き 、

串点
々
確
認
例
の
一

端
を
示
し
た 。

角
筆
点
資
料
の
出
現
が 、

国
語
史
に
如
何
に
寄
与
す
る
か
に
つ
い
て
は 、

種

々
の
事
柄
が
挙
げ
ら
れ
る
が 、

そ
の
主
な
点
は 、

ω
文
字
生
活
史
上 、

今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
書
記
方
式
が 、

千
年
以
上
も
前
か
ら
存
し
た
と
と 。

ω
訓
点

資
料
と
い
う
物
を
通
し
て
で
は
あ
る
が 、

音
韻
・

語
実
・

語
法
・

訓
法
等
花 、

新
た
な
事
例
を
数
多
く
加
え
る
も
の
で
あ
り 、

今
ま
で
加
点
が
な
い
と
見
た
箇

所
に 、

角
筆
点
の
あ
る
と
と
に
よ
り 、

そ
の
漢
字
・

漢
文
の
訓
み
方
が
一
層
詳

細
に
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い 。

ω
音
韻
史
に
関
る
事
柄
と
し
て 、

同一

資

料
で 、

朱
点
・

墨
点
等
と
角
筆
点
と
が
漢
字
音
の
体
系
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ

り 、

日
本
漢
字
音
史
に
一
材
料
を
提
供
す
る
と
と
も
あ
る 。

ω
吏
に
覆
製
本
の

扱
い
も
自
ら
変
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う 。

漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
の
角
筆
点

は 、

京
都
大
学
文
学
部
景
印
の
覆
製
本
で
も 、

部
分
的
に
確
認
す
る
乙
と
が
出

(注5)
来
る
が 、

神
田
喜一

郎
博
士
蔵
白
氏
文
集
巻
三 、

巻
四
天
永
田
年
点
の
角
筆
点

は
覆
製
本
に
は
全
く
映
っ
て
い
な
い 。

し
か
し 、

二
巻
共
に
角
筆
の
仮
名
・

合

点
が
多
く 、

中
に
は 、

間後
製
本
で
は
墨
の
合
点
の
み
見
え
て 、

合
点
を
加
え
ら

れ
た
角
筆
点
の
方
は
見
え
な
い
所
も
あ
る 。

天
永
点
の
訓
の
研
究
に
は 、

今
後

は
角
筆
点
を
除
く
と
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る 。

輿
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第一
の
平
安
初
期
角
筆
点
を
見
出
し
た
乙
と
が 、

文
字
史
上 、

音
韻・
語
染・
訓
読
史
上
に
持
つ
意
義
は 、
先
の
十
四
点
と
同
じ
く 、

又
ζ
れ
を
補
う
所
に
あ
る
が 、

更
に 、

注
意
す
べ
き
二
点
の
相
違
が
あ
る 。

ω

今
ま
で
の
角
筆
点
の
最
古
の
も
の
よ
り
百
年
程
湖
る 、

平
安
初
期
の
角
筆
点
で

あ
る
と
と 、

ω
使
用
者
が 、

南
都
僧 、

奈
良
時
代
か
ら
の
学
統
を
受
継
い
だ
伝

統
の
古
い
奈
良
の
僧
で
あ
っ
た
ろ
う
と
と 、

で
あ
る 。

ζ
れ
は 、

今
ま
で
角
筆

点
を
漢
籍
と
の
関
速
に
お
い
て
考
え
て
来
た
の
を
改
め 、

角
筆
点
の
使
用
範
囲

が 、

資
料
の
性
格
の
上
で
も 、

時
代
の
上
限
の
方
向
で
も 、

拡
が
め
を
持
っ
て

来
た
と
と
を一
示
す
も
の
で
あ
る 。

ニ
、

興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一

の
角
筆
の
万
葉
仮
名
・

漢
字
に
よ
る

加
点

興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
は
全
十
二
帖
具
備
す
る
が 、

実
は 、

六
種
類
の
異
な

っ
た
本
文
の
取
合
せ
本
で
あ
り 、

書
写
年
代
の
最
古
が
巻
第
一
の
延
暦
四
年
書

写 、

次
い
で 、

巻
第
十
二
の
平
安
初
期
書
写
(
平
安
中
期
の
朱
訓
点
が
あ
る 。
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裏
文
書
に
承
和
十
一
年
(
八
四
四)
の
年
号
が
あ
る)
、

第
三
種
は
仁
安
二
年
(一

一
六
七)

書
写
の
巻
第
二 、

第
三 、

第
四 、

第
五 、

第
九
の
五
帖
(
い
ず
れ
も

同
時
の
墨
仮
名
が
あ
る)
、

第
四
種
は
鎌
倉
末
期
頃
書
写
の
巻
第
十 、

第
十一

の
二
帖
(
無
点)

、

第
五
種
は
嘉
吉
二
年
(一
四
四
二)
書
写
の
巻
第
六
(
無
点) 、

第
六
種
は
室
町
時
代
書
写
の
巻
第
七 、

第
八
の
二
帖
(
無
点)

と
な
る 。

訓
点

は 、

巻
第
一
と
巻
第
十
二 、

及
び
仁
安
二
年
寄
写
本
の
五
帖
と
に
存
す
る 。
乙

の
中 、

巻
第
一
と
巻
第
十
二
の
訓
点
に
つ
い
て
は 、

先
学
の
調
査
と
報
告
が
あ

(
注6)

る 。

早
く
は 、
士ロ
沢
義
則
博
士
が
紹
介
さ
れ 、

戦
後
に
な
っ
て
昭
和
三
十
四
年

に
は
吉
田
金
彦
氏
と
曽
田
文
雄
氏
と
の
報
告
と
論
考
が
そ
れ
ぞ
れ
公
に
せ
ら
れ

(
注7)

(
注8)

た 。

巻
第
十
二
の
朱
訓
点
は 、

曽
田
氏
に
よ
っ
て
全
文
が
解
読
さ
れ 、

塁
訓
も

吉
田
氏
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
が 、

巻
第
一
の
訓
点
に
つ
い
て
は 、

(
注叩)

白
点
が
存
す
る
こ
と 、

或
い
は
朱
点
の
ヲ
コ
ト

点
を
簡
単
に
紹
介
さ
れ
た
に
止

っ
た 。輿

聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第一
は 、
巻
末に 、
「
延
暦
四
年(七八五)
七
月

書
写
蓮
慶」

と
あ
る
と
と
に
よ
り 、

ζ
の
時
の
書
写
で
あ
る
と
と
が
分
る 。

乙

の
巻
第
一
に
は 、

角
筆
点
と
朱
ヲ
コ
ト

点
と
白
粉
点
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る 。

白
粉
点
は
全
巻
に
百一
り
ヲ
コ
ト

点
・

仮
名
が
あ
る
が 、

朱
点
は
序
の
部
分
に
ヲ

コ
ト

点
の
み
存
す
る 。

角
筆
点
と
朱
ヲ
コ
ト

点
と
白
粉
点
と
の
関
係
は
後
に
述

べ
る
が 、

と
の
三
種
の
訓
点
は 、

い
ず
れ
も
平
安
初
期
の
加
点
と
見
ら
れ
る 。

角
筆
点
は 、

全
巻
に
亘
っ
て
角
筆
の
ヲ
コ
ト

点
が
加
え
ら
れ
て
あ
り
(
肘仰
柳

欄
悦
一野…
納肌側
…野一時間) 、

本
文
の
部
分
に
は 、

角
筆
の
万
葉
仮
名
と
角
筆
の

漢
字
に
よ
る
字
音
注
と
訓
字
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る 。

角
筆
点
が 、

平
安
初
期
の
加
点
で
あ
る
乙
と
は 、

付
万
葉
仮
名
・

漢
字
に
よ

る
加
点
形
式 、

∞
ヲ
コ
ト

点
法、

白
訓
読
法、

の
三
点
か
ら 、

以
下
の
如
く 、

と
れ
を
証
す
る
乙
と
が
出
来
る 。

先
ず 、

角
筆
点
の
万
葉
仮
名
・

漢
字
に
よ
る
加
点
は 、
一
巻
中
の
一
部
に
偏

在
す
る
の
で
な
く 、

全
巻
に
亘
る
が 、

平
安
初
期
の
点
本
に
見
ら
れ
る
と
同
様

に 、

各
行
各
字
に
隅
な
く

付
訓
さ
れ
る
訳
で
は
な
く 、

散
在
し
て
い
る 。

そ
の

中、

確
認
出
来
た
も
の
を
掲
げ
る
。
(
算
用
数
字
は
各
例
と
も
行
数
を一
不
す。

以
下

角
竿
の
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
翻
字
し、

角
筆
の
万
葉
仮
名
・
漢
字
は
行
草
体
を
合
む
が

そ
れ
ぞ
れ
精
舎
休
の
万
葉
仮
名・
漢
字
で、
本
文
の
右
傍
に一不
す。)

1 、

角
筆
に
よ
る
万
葉
仮
名
の
和
訓

終

(ク)
に
阿
気

削

暮
春
之
月
雑
花
若レ
締 、

(
「
終」
「
阿
気」

が
角
筆
の
文
字、
「
に」

は
角
筆
の
3
コ
ト
点。

と
の
中
「
阿
気4

アカ
は
「
朱」

と
同
語
源
「
ア
ケ」

の
万
葉
仮
名
と
見
ら
れ
る
。

石
山
寺
蔵
大
唐
西
域

カム 、タコトシ

記
長
究
点
で
は
「
締
の
若」

と
あ
る
が、
「
ア
ケ」

は
文
意
を
汲
ん
だ
訓
で
あ
るゾ

て

久
末
忽

飢
従
大
城
西
南
入ニ雪
山
阿〔

(「
久
末
商」

が
角
筆
の
万
葉
仮
名。
「
て」

は
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点)

に

を
於具口
利

飢

凡
三
賢
聖
遺
物
並

以ニ
黄
金-
滅
封 、

(
「
に」
「
を」

は
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点。
「
於
具
口
利」

が
角
筆
の
万
葉
仮
名。
「
於」

は
行
書
体。
「
具」

は
縞
棒
が
二
本
の
字
体。

第
三
字
目
は
「
の」

と
見
え
る
。

完
リオ
タ

研
究
発
表
の
際
馬
淵
和
夫
博
士
よ
り
-
奴
利
於
具」
(
塗
位
く)
と
読
む
教一
不
を
得

た)

4 

を

て

乃口

問

欽一一
此
人「

少
長
倶
裁 、

略

無-一
唯一
類-

(「
を」
「
て
」

は
角
袋
の
ヲ
コ
ト
点、

角
筆
の
「
乃」

の
下
は
「
六」

と
見
え
る
。

ノ
コ
レ
ル

ノ
ヨ

石
山
寺
蔵
本
長
究
点
で
は
「
礁
類」

と
あ
る
。
「
乃
居」

の
万
葉
仮
名
で
あ
ろ
う)

郎口
也

捌

土
地
磁
的
陵
阜
連
属 、

(「
時間
硝」

に
対
す
る
角
祭
の
「
那
口
也」

は
恐
ら
く
万
葉
仮
名
で
あ
ろ
う
が、

ゐ

多
く
や
せ
た
地
の
窓
味
に
当
る
和
訓
と
し
て
如
何
に
読
む
か
不
明
で
あ
る。
「
也」



の
字
体
に
も
疑
が
残
る)

麻
口
口

釦
文
字
風
教
貨
幣
之
用

(
角
筆
の
「
麻」
は
「
ま
ひ」
と
関
係
あ
ろ
う
が 、

て
読
め
な
い〉

て
椋
口
口

制

連-一
絡

儒
懐-
以
為-一
冠
愛一

(
角
筆
は
殆
ど
消
え
て
い
て
読
み
難
く
「
禰」
が
辛
じ
て
判
読
出
来
た 。
「
ほ
ね」

と
関
係
あ
ろ
う)

こ
れ
ら
の
角
筆
の
万
葉
仮
名
は
大
き
な
字
で
行
聞
に一
杯
に
書
か
れ
て
い
る

が 、
凹
み
が
殆
ど
消
え
て
お
り 、
む
し
ろ
括
輸
の
壁
に
這
っ
た
跡
の
よ
う
に
薄

く
光
る
線
状
と
い
う
方
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で 、
し
か
も
そ
れ
よ
り
遥
か
に
細

い
線
に
見
え
る
文
字
で
あ
る
か
ら
解
読
は
容
易
で
は
な
い 。
調
査
第一
日
目
は

何
か
文
字
ら
し
い
も
の
が
あ
る
乙
と
が
分
っ
た
だ
け
で
文
字
そ
の
も
の
は
不
明

で
あ
っ
た
が 、
翌
日
の
秋
晴
の
午
過
の
光
線
の
下
で
始
め
て
判
読
す
る
こ
と
が

出
来
た
も
の
で 、
傍
で
築
島
裕
博
士
の
確
認
を
得
た
も
の
で
あ
る 。
右
以
外
に

も
所
々
に
仮
名
ら
し
い
角
筆
の
文
字
の
存
在
は
知
ら
れ
る
が 、
判
読
出
来
な
い

所
も
多
い 。

右
に
確
認
出
来
た
角
筆
の
仮
名
は 、
総
て
万
葉
仮
名
休
ば
か
り
で
あ
っ
て 、

省
画
休
は
全
く

無
い 。

ア

阿

平安初期の角隼点資料

カナマヤラ

利

し
か
も、
「
ク」
「
マ」

五葉那

第
二
字
国
以
下
が
消
え
て
い

力t

京会

乃雇於

初:気

の
如
く 、

字
母
も
複
用
さ
れ
て
い
る 。

ヶ

尚、
「
気」 、

「
乃」
「
居」
が
い
ず
れ
も
上
代
仮
名
遣
に
合
っ
て
い
る
の
は 、
他
類
の
仮
名
も

語
例
も
表
れ
て
い
な
い
の
で
積
極
的
な
証
と
な
り
得
ぬ
も
の
の 、
字
面
の
古
用

に
似
て
い
る
の
が 、
注
意
さ
れ
る 。
右
の
如
き
字
体・
字
母
の
様
相
は 、
訓
点

用
の
仮
名
と
し
て
は 、
平
安
極
初
期
を
反
映
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

(
注日)

る 。2 、
角
筆
の
字
音
注

ゐ
因

抑
伽
藍
仏
院
東
門
南
大
神
王
像 、
E

E

 

m
城
南
三
十
余
里
至ユ
阿
路町
銭
高
山

ζ
の
二
例
が
確
認
さ
れ
た 。
角
筆
の
「
為
因」
は
「
院」
に
つ
い
て
の
反
切
注

で
あ
り 、
角
筆
の
「
那」
は 、
「
猿」
の
呉
音
の
仮
名
表
記
で 、

韻
尾
を
無
表

記
と
し
た
も
の
で
あ
り 、
平
安
初
期
点
本
に
は
普
通
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
る 。

3 、
同
意
義
の
漢
字
に
よ
る
角
筆
の
注

を
正

を

印

唐
尭
之
受ニ
天
運】
光
格-一
四
表一

(「
を」
は
二
つ
共
に
角
怨
の
ヲ
コ
ト

点、
「
正」

は
角
怨
に
よ
る
草
書
休 。

石
山

寺
蔵
本
長
究
点
に
は
「
格〕
と
あ
る〉

終

(ク)
に
阿
気

山則

容
春
之
月
雑
花
若レ

符

(
乙
の
例
は
前
出 。
「
終」
は
角
怨
に
よ
る
行
書
休)

〔
訓〕

山山

山
谷
積レ
雪 、

春
夏
合レ
凍 、
(「
旅」
及
び
句
点
は
角
準)

青

山

林
樹
蒼
枯町 、

花田京
滋
茂
(「
育」

及
び
句
点
は
角
筆)

率

制
東
阪
葱
嶺 、

る)

セ7(リ)
タリ

(「
窓」
及
び
句
点
は
角
筆。

長
党
点
に
は
「
阪

」
と
あ

道

加

山
路
崎
眠 、

蜘知
径
危
険
(「
道」
及
び
勾
点
は
角
銭。
「
的
幅」

の
右
傍
に
「
偽

久」
の
如
き
角
銭
の
文
字
が
あ
る〉

昔

m

此
伽
藍
索
有
枇日
沙
門
天
像 、
〈「
普」
及
び
句
点
は
角
祭)

5 



省

を

捌

擬
儀
聖
旨
式 、
(「
当」

注 「
を」
及
び
句
点
は
角
筆)

加

遂
比口
群
属 、

所
夢
谷
徴
(「
注」
及
び
句
点
は
角
慾)

叩

盛
夏
合
胸 、

積
雪
弥
谷
(「
沫」
及
び
句
点
は
角
筆)

食

に
(セ)
り(ト)
を
退

制

食
埜
凶
暴
間三
此
伽
藍

多
蔵ニ

珍
宝一
駆ニ
逐
僧
徒-
方
事ニ
発
掘「(「
会」

「
退」
及
び
句
点
は
角
築、
「
に」
「
り」
「
を」
は
角
筆
の
ヲ
コ
ト

点)

漢
字
に
よ
る
角
祭
の
注
は 、

比
較
的
多
く 、

他
に
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る 。

ζ
の
漢
字
が
字
音
注
で
な
い
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。

と
の
種
の
漢
字
は 、

春

(注ロ)

日
政
治
博
士
の
「
訓
字」

K
当
る
も
の
で 、

平
安
初
期
点
本
に
は
多
く
用
い
ら

れ
る
方
式
で
あ
る 。

O
沙
門
勝
道
歴
山
隻
玄
珠
碑
平
安
初
期
点

止

貨ヒ

求

日
車
難レ
駐

以
山中用

殉
道
悶
薮

O
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点

今

枝

本

若

若也

俊也

如
(
巻
八)

梁
(
巻
九)

故
(
巻
九)

為
(
巻
九)

顔(
巻
九)

諮
曲

明
也

光也

(
巻
八)

赫
突(
巻
五)

蹄
(
巻
九)

O
大
唐
三
蔵
玄
英
法
師
表
感
平
安
初
期
点

は
し
名を
光をは
力
則チ

外に

飛レ
声

陣

幼

載

禁
区
之
表

。
東
大
寺
識
調
文
杭
(
数
字
は
行
数)

車乃ワ
如

甘

仁

殿

輪

山

陸
泉

m

沢
泊

所

捌

O
九
条
本
文
選
巻
二
十
九
裏
書

加
支阿求

帳

敷

酒
杯

シ
タ

を

撤三

房
l

惟-
今
席ニ
庭

鐙-
挙ニ
酪
鯵-
今

以
上 、

角
筆
に
よ
る
万
葉
仮
名
・

漢
字
の
注
は 、

い
ず
れ
も 、

平
安
初
期
加

点
で
あ
る
ζ
と
を
示
し 、

し
か
も
万
葉
仮
名
は
そ
の
初
頭
期
の
訓
点
で
あ
る
と

と
を
示
し
て
い
る 。

6 

、

輿
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一

の
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点

角
筆
の
ヲ
コ
ト

点
は 、

全
巻
に
亘
っ
て
お
り 、

次
の
如
く

帰
納
さ
れ
る 。

ヲ v一一ー←一一々 ニI . ノ I
l 

イ↓ ・音 H 
| モァι一寸「→

ぷ \工

山
孟
ぴ
読

.�JII・|合

巳長

a 、

b 、

は
各一
例
し
か
認
め
ら
れ
ず 、

訓
法
が
不
明
で
あ
る
ば
か
り
で
な

(
注
目)

く 、

後
者
は
ヲ
コ
ト

点
か
否
か
も
疑
わ
し
い 。

き
す
れ
ば 、

ヲ
コ
ト

点
は 、

合

符
と
漢
字
右
下
の
長
め
の
斜
線
(
勾
又
は
読
を
示
す)

を
除
け
ば 、

星
点
だ
け

で
あ
る 。

星
点
の
点
法
が 、
乙
れ
と
全
く

一
致
す
る
訓
点
資
料
は
管
見
に
入
ら
な
い
が 、

酷
似
す
る
点
法
を
用
い
た
資
料
に
は 、

成
実
論
天
長
五
年
(
八
二
八)
点 、

飯
室

切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
士口
点
・

山
田
本
妙
法
蓮
華
経
方
便口問
古
点
・

大
乗
広

百
論
釈
論
承
和
八
年
(
八
四一
)
点
が
あ
り 、

共
に
星
点
の
点
法
は
一
致
し 、

星

点
図
は
次
の
如
く

帰
納
せ
ら
れ
る 。

-ト

O
成
実
論
天
長
五
年
(
八
二
八)
点

白
点

ヲ
コ
ト

点
の
蜜
数
十
数
査

O
飯
室
切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
平
安

初
期
点

白
点

蜜
数
十
数
壷

O
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
方
便口田
平
安
初

期
点

白
点

蜜
数
十
数
査

ハ
・
句

モ
イ
'
テ・

反



O
大
乗
広
百
論
釈
論
承
和
八
年(
八
四一
)
点

白
朱
点

壷
数
二
十
数
壷

乙
れ
と
大
唐
西
域
記
巻
第一
の
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト

点
と
比
較
す
る
と 、
四
隅

の
テ・
ヲ
・

ニ
・

ハ
及
び
イ
・

モ
・
コ
ト

が一
致
し 、
四
周
で
不一
致
は
カ
の

み
で
あ
る 。
星
点
に「
音」
を
示
す
ヲ
コ
ト

点
を
持
つ
乙
と
も
通
ず
る 。(
鈍耐) 。

右
の
成
実
論
天
長
点
以
下
百
論
釈
論
承
和
点
の
四
資
料
の
加
点
は
い
ず
れ
も
平

安
初
期
で
あ
り 、
し
か
も
そ
の
前
半
期
に
属
す
る 。
現
存
の
限
ら
れ
た
平
安
初

期
点
本
五
十
余
点
の
中
で 、
既
に
星
点
法
が一
致
す
る
資
料
が
四
種
も
あ
る
の

に
対
し
て 、
角
筆
点
の
点
法
は 、
酷
似
す
る
も
の
は
あ
る
が 、
と
れ
と一
致

す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
の
は
注
意
さ
れ
る
第一
点
で
あ
る 。
更
に
右
の
四
種

の
資
料
の
ヲ
コ
ト

点
で
は 、
星
点
以
外
の
鈎
点・
線
点
な
ど
も
用
い
て
お
り 、

成
実
論
天
長
点・
飯
室
切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
古
点・
妙
法
蓮
華
経
方
便
品

古
点
で
十
数
登 、
百
論
釈
論
承
和
点
で
二
十
数
査
が
数
え
ら
れ
る
の
に
対
し

て 、
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト

点
が
星
点
だ
け
で
あ
る
の
も
注
意
さ
れ
る
第
二
点
で
あ

る 。
と
の
第
二
点
に
つ
い
て
は 、
春
日
政
治
博
士
が 、
平
安
極
初
頭
期
の
点
本

を
調
査
さ
れ 、
ヲ
コ
ト

点
が
星
点
本
位
で
あ
る
と
と
を
指
摘
さ
れ 、
又
聖
語
蔵

(注M)

本
阿
耽
達
磨
雑
集
論
古
点
の
ヲ
コ
ト

点
が
簡
単
で
あ
る
乙
と
に
言
及
さ
れ
た
事

と
密
接
な
関
係
が
考
え
ら
れ
る 。
更
に
第
三
に 、
平
安
初
期
で 、
成
実
論
天
長

点
以
下
の
四
援
の
星
点
図
が
似
た
資
料
を
見
る
と 、
大
乗
掌
珍
論
承
和・
嘉
祥

点、
大
智
度
論
天
安
二
年(
八
五
八)
点、
聖
語
蔵
中
観
論
古
点、
法
隆
寺
蔵
維

(注目)

摩
経
義
疏
巻
下
平
安
初
期
点
で
A
図
の
如
く
で
あ
り 、
又 、
霊
語
蔵
本並口
薩
善

(
注目)

戒
経
古
点
は
B
図
の
如
く
で
あ
り 、
金
剛
般
若
経
賛
述
仁
和
元
年(
八
八
五〉
点

{
注げ)

は
C
図
の
如
く
で
あ
っ
て 、
い
ず
れ
も
右
中
の
点
が
「
シ」
と
な
り 、
四
周
の

点
法
は 、
点
図
集
所
載
の
西
基
点
へ
の
繋
が
り
を
恩
わ
せ
る
形
式
に
な
っ
て
来

て
い
る 。

O
大
乗
掌
珍
論
承
和
元(
八
三
四)
嘉
祥
三
年(
八
四
九)
点

平安初期の角筆点資料

白
点

壷
数
十
六
査

(A) 
カ

ヲrーーラて一一寸 ニ

| ・ト
イ+ ・1 シ + ・ト

/ ， � 

マー.ーーーーーー圃・ーーーーーー『・ノ、
ゐ モ . 
反 句

O
大
智
度
論
天
安
二
年
〈
八
五
八〉

点

白
点

釜
数
十
四
壷

O
聖
語
蔵
中
観
論
平
安
初
期
点

白
点

壷
数
二
十
二
蚤

O
注
降
寺
蔵
維
摩
経
義
疏
巻
下
平

安
初
期
点

白
点

。
聖
語
蔵
菩
薩
善
戒
経
平
安
初
期

点

白
点

壷
数
十一
査

O
金
剛
般
若
経
讃
述
仁
和
元
年(
八
八
五)
点

、(B)
ヲ，一一一一一一→ー

ト・ ↓ィ 4 ↓シ

T"一一一←一­モ

(C) 
ヲ←-4一→ニ

ィ↓イ↓シ
ア モ セト

句

白
点

査
数
十
九
壷

句

因
み
に 、
角
筆
点
が 、
点
図
集
所
載

の
点
法
と一
致
し
な
い
ζ
と
は
無
論
で

あ
る 。
以
上
三
点
を
総
合
す
る
に 、
角

筆
点
は 、
ヲ
コ
ト

点
法
か
ら
見
る
と 、

平
安
初
期
の 、
し
か
も
前
半
期
以
前
の

加
点
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

と
の
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト

点
法
を 、
前

節
の
万
葉
仮
名
使
用
と
併
せ
考
え
る

と 、
そ
の
加
点
時
期
が一
一庖
判
明
し
て

来
る 。
春
日
政
治
博
士
は 、
平
安
極
初

頭
期
十
数
年
間
(
延
暦・
大
同
七
九
四
|

八
O
九)
の
点
本
群
を ‘
発
達
段
階
的
に

反反

分
け
ら
れ 、

一
、

ヲ
コ
ト

点
な
く 、

真
仮
名
本
位
の
も
の 。
実
字
は
概
ね
草
体
で 、
符
号

は
句
点
又
は
反
点
の
み 。
景
雲
写一
切
有
部
枇
奈
耶
な
ど 。

7 



二 、
ヲ
コ
ト

点
は
星
点
の
み
で 、
真
仮
名
体
が
多
く 、

省
画
体
は
四
分
の一

程
度 。
景
雲
写
経
摩
伽
経
な
ど 。

三 、
ヲ
コ
ト

点
が
星
点
の
外
に 、
二
・

三
の
線
点
を
も
使
用 。
(
省
画
体
の

仮
名
も
用
い
る) 。
東
大
寺
識
調
文
稿・
阿
此
達
磨
雑
集
論
古
点
な

ど 。

(
注目)

と
さ
れ
た 。
と
の
三
つ
の
段
階
は
必
ず
し
も
数
年
毎
に
画一
的
に
推
移
し
た
と

は
考
う
べ
き
で
な
い
が 、
発
達
段
階
の
型
と
し
て
把
え
ら
れ
よ
う 。
角
筆
点
が

星
点
の
み
で
句
点
が
多
く 、

万
葉
仮
名
本
位
で
あ
る
乙
と
は 、
右
に
徴
し
て 、

第
二
段
階
に
近
い
姿
と
見
ら
れ
る 。
少
く
と
も
点
法・
仮
名
字
体
の
発
達
程
度

か
ら
見
て 、
成
実
論
天
長
五
年
点
な
ど
よ
り
は
更
に
湖
っ
て 、
平
安
初
頭
期
の

加
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。

回、

興
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一

の
角
筆
点
の
訓
読
法

大
唐
西
域
記
の
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト

点
は 、
主
と
し
て
助
詞・
助
動
詞・
活
用

語
尾
を
示
し
て
い
る
が 、
と
れ
ら
に
よ
っ
て
訓
読
さ
れ
た
言
語
も 、
平
安
初
期

の
用
語
で
あ
る
ζ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る 。
そ
れ
は
次
の
二
点
か
ら
判
明

す
る 。第一

は 、
助
詞
「
い」
を
屡
々
用
い
て
い
る
と
と
で
あ
る 。
助
詞
「
い」
は

ヲ
コ
ト

点
の
左
中
の
点
で
示
さ
れ
て
お
り 、
次
の
如
く

用
い
ら
れ
て
い
る 。

lLr
て

を

口

を

を

て

O
其
弟
受レ
命
総
自
割レ
勢
防白日
未
加-
也 、
封ニ
之
金
函一
持
以
上レ
王 、

叶ベ到)

臼
斯
何
謂
也 、
対
日「
廻
駕
之
日
乃
可-}
開
発-」 、
即
付ニ
勢
事-
随レ
包(
略)
媛ニ

乱
中
宮「
王
閥
震
怒
欲レ
置--

厳
刑川「
剰
「
不ユ
敢
逃
L九日 、
阪
開--
金
函
己

王
遂
発 、
而
視
之
乃
断
勢
也 、
(
国
l

m
行)

a
て

を

に

に
liv
《マ
リV
て

に
〔
ス
アV
り

《
ナ
ル》
こ
と
を
は

O
既-
干家事
情
訪レ
道
摩
騰
入
L附
経
蔵--
石
室
ユ木レ
尽エ
竜
宮
之
奥イ

l

(
序8
9

行)

lhw
て

を

に

を

O
請ニ
史
革レ
音
梯レ
山〔
而〕
奉
為賀

(
序回
目
行)

O
玄
焚
敏
随ニ
遊
至-
挙=
其
風
土-

(
本
文訂
行)

O
詳
観
戦
籍
所レ
未ニ
嘗
聞「

(
M

m
行)

伺v

・E'ffBbw

ず、

O
賛-一
武
功
之
績
7調 、
成z
口
実-
美--
文
徳
之
盛一
鰐
為--
称
首-(
H
印
行)

f
い
て
b
〔
訓〕

も
《ロ
晶、ロ
ノ》

O
竜
変
為
レ
人
与ニ
諸
婦-
会

(
H

m
行)

O
日
一訓
昔
遊
方 、
命〔
命〕レ
知ニ
留
事「

(
M

m
行)

O
非加
今
形
街
宣
非z
宿
業(

(
M

m
行)

O
以
故
無一一一
人
敢
得ニ
攻
発-

(
u

m制
行)

O
我
懐ニ
怨
健
之
心「
業
報
絞
然
善
悪
明
失

(
H

削
行)

主
格
に
附
い
て
そ
の
語
句
を
強
調
す
る
役
を
果
し
て
お
り 、
平
安
初
期
点
本
の

「
い」
の
用
法
に
通
ず
る 。
助
詞
「
い」
が 、
平
安
初
期
の
点
本
に
は
総
て
に

用
い
ら
れ
て
お
り 、
降
っ
て
平
安
中
期
以
降
の
点
本
で
は 、
特
定
の
資
料
以
外

(
注目)

は 、
一
般
に
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る
と
と
は
既
に
説
い
た
所
で
あ
る 。
特
定
の

資
料
と
は
因
明・
唯
識
関
係
書
と
か
漢
絡
の
平
安
初
期
訓
の
残
存
例
と
か
等
で

い
ず
れ
も
平
安
初
期
頃
の
古
い
訓
法
と
関
係
の
あ
る
資
料
で
あ
る 。
従
っ
て 、

右
掲
の
如
き
「
い」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
と
と
は 、
そ
れ
が
平
安
初
期
の
訓
法

で
あ
る
と
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る 。
特
に
大
唐
西
域
記
の
点
本
で
は 、
平
安

中
期
以
降
の
も
の
に
は
「
い」
を
見
ず 、
興
聖
寺
蔵
の
巻
第
十
二
天
暦
頃
朱
点

に
も 、
石
山
寺
蔵
長
究
元
年
(
二
六
三)
点
に
も 、
醍
醐
寺
般
本
巻
第
十
二
建

保
二
年
こ
二一
四)
深
賢
点
に
も 、
「
い」
は
全
く

用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で

点り
ヲ句。

8 

第
二
は 、
大
唐
西
域
記
の 、
平
安
中
期
以
降
の
点
本
と
訓
説
法
を
比
較
し
た

結
果 、
そ
の
相
違
が 、
平
安
初
期
の
訓
法
と
後
世
の
訓
法
と
の
相
違
の
型
に一

致
す
る
ζ
と
で
あ
る 。
本
文
を
同
じ
く

す
る
巻
第一
は 、
石
山
寺
蔵
長
究
元
年



点
に
現
存
す
る 。
そ
ζ
で 、
と
の
興
聖
寺
本
の
角
筆
点
の
訓
法
と
長
寛
点
の
訓

法
と
を
比
較
す
る
と 、
次
の
如
き
異
聞
が
判
明
し
た 。

ー 、
読
添
語

1 、
角
筆
点
が
助
詞・
助
動
詞・
形
式
語
を
読
添
え
て
い
る
所
を、
長
寛
点
は

そ
れ
ら
を
読
添
え
な
い 。

ィ 、
助
詞
「
い」

(
角
祭
点)

一

(
長
寛
点)

lhz同
て

も
《ロそロノ》

一

ltt
て

と

pyタ

動
変

為レ
人
与:
諸

姉-
会(
m
行)
一

竜
変

為レ
人
与ニ
諸
婦-
会

〔
訓〕

一

Lル

完'Z
と

に

一

11

て
てホツAス)
カム
7v

に

E
問
震
怒
欲レ
誼-一
厳
刑-
(
即
行)

一

王
聞震
怒
欲レ

置-一

厳i
刑-

類
例
は 、
日
凶
m
m
m
m抑
制
行
の
七
例
が
あ
る 。
尚
長
支
点
で
「
の」
な

ど
の
他
の
助
詞
に
訓
ま
れ
て
い
る
例
は
ω
参
照 。
長
究
点
で
は
「
い」
は

全
く

用
い
ら
れ
て
い
な
い 。

口 、
助
詞
「
は」

l旧
て

を

L

人
荷ニ
再l
生-出ハエ骨射
狼
之1
吻-

(
MMf
行)

平安初期の角$:点資料

ニニ ノ、

、人I�
助 ♀ 助
詞 己 詞
「 謂 「
を L も
L一 式市 '-

175 
行

Il
--
ナ7

をシ、ツタ金ザイ

タチサキラ

人一 、

荷ニ
一再
生
Lハエ
骨
劉l
狼
之
吻
に-

徒に是|レ
採;誉キ

神文1
経を宿の
未徳

τ百セ

Fメ宮
真高
出 才亨

主|

人
亦
詞レ
烏

を門
訓〕

に

一

l

t

像
画ニ
涼
台-
(
9
行)

一

像 、
画-一
涼
台-

〔
訓〕
バ〔
訓〕

に
i恰
《ス
アV
るに

-

z
t
|

ルユ

由ニ
徳
不レ
被レ
物
威
不予

及レ
遠

一

由ユ

徳
不レ
被レ
物 、
威
不v
及レ
逮

(
げ
行)
一

類
例
は 、
担
詔
閉
山
山
知
行
に
も
あ
る 。

ホ 、
助
詞
「
に」

一

41
アラハγ

ヲカタセリ

2v

割問
章二回棚
日日
秘ニ
神
光
於
万
里-

一

夢章ニ
侃1
日-

秘ニ
神1
光
於
万
里-

(
8
行)

一

b
zawdFN

宇
土
こと

の

一

ll
ヒ‘r
シタ

には

シ

に

功
伴;

造化】
明

等-一
照臨一

一

功
伴ニ造
化-
明等エ
照
臨-

(
印
行)

一

門
訓〕
l叫

一
タテ(タ
ヱ

に
Z
ヒ

スル
を

建ユ五
年一
大
会
処-
(印
行)

一
建ユ
五
年一
大
会処一

類
例
は
目
印
刷
問
問
釦
湖
町州
問抑
制
行
に
も
あ
る 。

へ 、
助
詞
「
て」

に1K

を

をは
一

に
トリ

を

メ

を

徒
採エ
神
経-
未レ
極ユ
英
知
之
旨-

一

徒
採ニ
神
経-
未レ
極ニ
真l
如
之
旨-

(
日
行)

一

llk

に

一

向リV

を
《ル》

劇配
石
積一
至ニ
凌
山-
(別
行)

一

度二
石
積一
至ユ
凌
山-

類
例
に
m
制
仰
が
あ
る
が
第一
例
以
外
は
い
ず
れ
も
長
究
点
の
方
に
は
訓

が
な
く

不
明
で
あ
る 。
中
田
博
士
は
動
詞
の
連
用
形
に
訓
ん
で
お
ら
れ
る 。

ト 、
助
動
詞
「
た
り」
「
り」

フ
叫叶U引

に

­

品作1
総
経ニ

於
関
塞-
(
ロ
行)

一

為レ

号
(
ね
行)

一

〔--7v
りAav

-

雄レ阻;
山川-
不レ
替
供
養(初
行
二

チ 、
形
式
名
詞
「
ζ
と」

寧
尽-一
物
土
之
宜一

(
日
行)

錐為蜂3レすi
阻2号鎗?ニツ を、

と 瞥:山 ニム
川| 於タ
与を 関t
L、 塞7
替主 ー に

供》
養ー を

ロアタト・ヤ

を

寧
尽:

物1
土
之
宜

9 

町周老直
文
宿

徳
碩
学

高
才
(
凶
行)

に
て

を

をu

徒
採ニ
神
経
ユ木レ
極ニ
穴〈
如
之
旨-

(
uf
行)

には

をハそテス〉

《ん》
に
を

《7U
手一テス

飾
之
錦
紡

(
凶
行)

飾十
之
錦1
絡

類
例
は
2
m
m
m臼田
m
m
凶
mmmmmmmmmmmm抑制則
行

に
も
あ
る 。



仏
像
荘
侃 vこ
山知
私一一
J人
工-

一

(
四
行)

一

門スルM
司副

一

ーーーー

に
て

飲
食
己
詑
(紡
行)

一
飲
食
巳
詑

類
例
は
叩
目
印
羽
目ω
m
m
m
別
行
に
も
あ
る 。

と
れ
ら
の
相
違
は 、

角
筆
点
の
訓
法
に
対
し
て 、

長
究
点
の
訓
法
が
て
に
を

は
の
読
添
え
の
少
い
中
性
的
な
訓
法
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る 。

2 、

角
筆
点
と
長
寛
点
と
で
読
添
語
の
異
な
る
も
の 。

リ 、
係
助
詞
「
は」
「
も」
を
角
筆
点
で
読
添
え
る
所
を 、
長
寛
点
で
は
格
助

詞
で
訓
む 。

B

一

サトに

宝
主之
釦
無ニ
礼
義-
(回
行)

一
宝
主
之
矧宏--
礼
義­

一

のlh

す

此
国
多
出ニ
善
馬「
(
凶
行)

一

此
国
多
出ニ
善
馬-

て

を

111111じゅ

一

の

を

の
ll|
世

論
二
小
山-
越=
コ
刻
岡引(
凶
行)

一
輪二
小
山-
越
三一
大
河一

ヌ 、
角
筆
点
が
「
を」
を
読
添
え
る
所
を
長
究
点
で
は 、
「
に」
を
読
添
え
る 。

を

-

ハ
カルIllli--
=

実
惟=
期
割〔
(幻
行)

一
実
惟“
動川
劃-

Il--を

一

ム
ヲfAフヨト
'1111に

契
有
レ
補ニ
於
沼
岡引
(
幻
行)

一
奨
有
レ
補ニ

於
遺1
閥-

てーー
ーほ

一

111
に
スヘ
言)
シふ

を

命ニ
母
弟一-
摂ニ
知
留
事ω
(凶
行)
一
命ニ
母
弟-摂ニ知
留
事-

ル 、
角
筆
点
が
「
に」
を
読
添
え
る
所
を 、
長
寛
点
で
は
「
を」
「
よ
り」
を

読
添
え
る 。

仏
像
荘
飾l
殆
越
人
工

此 如如 相
薬 来 ‘」才下
文 初 事， - 襲

禁 子葉町、主|葺 量入:1苧1， こ
...て 三ト(而〔央

赴1認成制
形kこ ニ 停 レ 】ー

苓 己 群
� �担 (

費型詰!に ?2 イ丁 fTë: 

如如柏ヒ

禁 忌巧
註 習に襲2ニ ク巨 ユ ネ

義 弘|尋i
ーを ー l を
赴 而て

�Iて チ
掴 群を
樹 ョ

の

主
主

す

It--ほ

此
薬
叉
神
変

現=
異
形ω

て

を
〔
訓〕

|||叫

関ニ
賓
字-

而
創ユ
帝
図一
(
凶
行)

〔
訓〕

A汁川コ叶H叫

回目二
重
険4

(犯
行)

図ニ珍
宝-
(
別
行)

ヲ 、

接
続
に
関
す
る
読
添
語
の
相
違

uilLH

を

に
一

人
荷ニ
再l
生-
tハユ
骨
謝
狼
之1
吻「
一

(mM戸
行
)

一

てiiK

に

一

法
師
幼
漸ニ
法
門-
慨ニ
祇
園之
英
一

こと《ナ
キV
を

一

履-

(
幻
行)

一

類
例
は
幻
お
お
凶
行
に
も
あ
る 。

斗内川叶叫

〔
訓〕

を

一

円州叫叫叶

を

官》

博
考
ニ

精
微-
聞ユ
不
レ
間
於
生
誠
一

博
考ユ

精
微-
閏-一
不l
聞

〔
A臼〕

に

一

ア
《ヒ
タ】
に

之l
際-
(
幻
行)

一
於
生l
滅
之
際-

類
例
は
お
却
行
に
も
あ
る 。

にi《iz一にと
は《セ》
り

一

マ、--
HW何
ル《スV
レトそ

を

臨
到

|
|

頗
存一一
記
注-
(
日
行)

一
間
至
頗
存ユ

記
注-

側〔
則〕
索ニ
詞
世
界-
(臼
行)

一
然
〔
則〕
索ニ
詞
世
界­

ヮ 、

助
動
詞
の
読
添
諮
の
相
違

交ニ
合
牝
馬

区非日也
駒一(
凶
行)
一
交割
合
牝
馬-
遂

封一口
竜
駒ぺ

ヵ 、

角
筆
点
が
「
に
あ
り」
と
訓
む
所
を 、

長
究
点
は
「
な
り」
と
訓
む 。

内ア》
り

avナリ【シV

て
《ナリ》

基
祉
相
隣 、

数
百
余

失(
別
行)

基
祉
相
隣

数
百
余

失

内
アd
り

ヨ
ン

ヘ
キ
キウ

《ナ
リV

海
濁
泊品価
漂
宏
、
(
則
行)

揮
命 、
泊
l鴻い
漂1
急

有ニ
商
諾
迦
縛
裟
九
条
僧
伽
抵
衣-

有ユ
商
諾
迦
縛
払
九
条
僧
伽
低
衣-
終

の
で-hyテV

終
赤
品臥

E
Am
行)

赤
色

ハルカナル《カナ》

滋 に円アル
r穴
(
回
行)

遜

失

図2官1闘s

f 重 | 嚢珍2配|王宝 | ー を l而て
ー をl 創2

長|

10 

エ
ナフ

をシ、ツタ少サイ

タチサキラに

人
荷一一三
一再
生-
出ハユ
骨
一初1
狼
之
吻-

履 法

師
幼て

�ll 
法

門

慨3

市民
国之
莫
v 



「
に
あ
り」
が
平
安
初
期
以
前
の
古
い
形
で 、

後
に
「
な
り」
に
転
ず
る
こ

と
も 、

角
筆
点
の
古
さ
を一
示
す
一
証
と
見
ら
れ
る 。

E 、

助
字
の
訓
法

1、
「
者」

を
角
筆
点
が
「
は」
「
と
と」

と
訓
ず
る
の
に
対
し
て 、

長
克
点
は

「
も
の
」

と
訓
ず
る 。

円
ス
ア》
る

1LM

一

の

の

ヲ
ヨハ
同
い
出

ム

ア
ケ
テ

イ
7

声

教

所
レ

不
レ

聾

者

貴

可ニ

勝

導一

哉

一

声

教
所
レ

不
レ

賢

者 l

宣
可
ニ

勝

進E-

(
4
行)

一

哉

l川

一

の

叫ベ
剖叶
の

の

に

を

諸
習
営
者
即--
其
文-
翫
之(
凶
行)
一

諸
習1

学者
即ユ
其
文-
翫レ
之

類
例
は
む
引u
m
m
m
行
に
も
あ
る 。

に仕
〈
ア
ラ
ム》

一

ヒ
《
Z

l
同
ア
ラ
ム
ヤ

一

息

〔
者
〕

哉

(
凶

行
)

一

一

患

者

哉

2
、

受
身
「
為1
所」

を
角
筆
点
が
「
に
」

と
訓
ず
る
の
に
対
し
て 、

長
究
点

は 、
「
た
め
に」
と
訓
ず
る 。

昔〔
剥〕
突
恥
所レ
掠
(
則
行)

一
色
一群
突
臥-
一炉
開 ラ

3 、
「
之」
を
角
筆
点
は
全
く
不
読
と
す
る
の
に
対
し
て 、

長
寛
点
は
「
r -
れ」

と
訓
ず
る 。

を
は

ーー

に
ιz
u

一

《
こ

カ
ム
カ
ヘ
を

に
《
キ》

は

遠
〔
則
〕
稽
ニ
〔
之〕
於
国
典
-
近
〔
則〕

一

遠
〔
則〕

稽--

之
於
国
典"
近

〔
則〕

一

-E
?

を

払-
1
J
剥〕
於
故
老
ベ
(
鈍
行)

一

清
γ

出
於
故

1
44
-

に
11
り

一

円シテAスvikぼ

敬
播
レ

序
〔
之〕
云レ
繭
(
犯
行)

一

敬
播

序
レ

之
云
繭

類
例
は
5
6
国
凶
行
に
も
あ
る 。

4 、
「
而」

を
角
筆
点
は
全
く
不
読
と
す
る
の
に
対
し
て 、

長
寛
点
は
直
接
に

「
て」
を
訓
ず
る 。

て

を

1l

尚
且
賂ニ
西
海-〔
而〕
容
嵯(
H
行)

て

に
に

11

て

《ヲ》

仮ユ
冥
助
-
〔
而〕
践-一
回災
塗
-
(
お
行)

平安初期の角準点資料

類
例
は 、
u
u
u
m
日即
日
幻
お
m
m
m
行
に
も
あ
る 。

ー 、

2 、

は
角
筆
点
が
助
字
「
者」
「
為」
に
助
詞・
形
式
語
の
辞
の
訓
を
付

す
の
に
対
し
て 、

長
寛
点
は
「
も
の
」
「
た
め
に」
と
い
う
詞
の
訓
を
与
え
て

い
る 。
3 、

4 、

は
角
筆
点
が
不
読
で
あ
る
の
に
対
し
て 、

長
究
点
は
一
定
の

訓
を
付
し
て
い
る 。

班 、

実
詞
訓
の
相
違
(
各
例
の
縦
線
の
下
が
長
党
点)

ー 、

角
筆
点
が
和
訓
の
語
を
長
寛
点
は
字
音
と
す
る 。

て

を

シ
テ

-

て

ナ
ル
ヲ
ヤ

撃レ
空
(
6

行)

|
撃
空

一

絶
レ
遠
(
ロ
行)

|
絶
1

遠

サ
タ
コ
ワ

一

に

て

一

一
統(
凶
行)
|

了
統

一

冥
助(
お
行)
|
冥!
助

喧
寒(
部
行)
|
喧1
寒

一

一小
レ

見(
部
行
)

|
不1
見

を

一

もハ
ロ
モ
ロ
ノ》

不レ
問(
幻
行)
|

不I
間

一

諸

竜(
m
行)
|

諸l
竜

除

〔
ス)

一

道

含
レ
凍
(
凶
行)
|

合
1

凍

一

難
径(
別
行)
|

綴
l

径

部
口
也

一

貧

ラ
ム

磁
碗
(
叩制
行)
|

時間
l

駒

一

貧
婆(
御
行)

1
食
禁

2 、

和
訓
が
角
筆
点
と
長
寛
点
と
で
異
な
る
も
の 。

内
タ〕
に
阿
気

コ
ト
シ
カ
ム
ハ
タ

一

於
具
口
利

ッ
、
ミ
カ
タ
メ
《
タ
ヱ

若レ
締
(山間
行)
|

若レ
締

一

紙
封
(
知
行)
|

綴

封

ん

一
に

頗(
日
行)
|

頗

一

体エ
造
化一
(
凶
行)
|

伴ニ
造
化­

ー
ー

の

ン

に

一

に

ハ
セ
ウ
ツ
テ

等ニ
照
臨-(
刊
行)
1

等ユ
照
臨-

一

藤
健(
凶
行)
|

駿
従

或

(
剖
行
・

犯
行)
!

或

一

粗
(
m
行)
|

粗

〔
ミ
ルV
に

タ
y
本
ミ
レ
ハ

一

は

詳
夫
(
4
行)
|

詳

夫

一

良
(
同
行)
|

良

惟
(
犯
行)
|
位

一

以
上
の
如
き
角
筆
点
と
長
寛
点
と
の
閥
花
見
ら
れ
た
訓
法
の
相
違
は 、

平
安

初
期
加
点
と
院
政
期
点
と
の
訓
法
の
相
迭
に
緩
め
て
よ
く
通
ず
る
も
の
で
あ

(
注初)

る 。
ζ
の
二
時
期
の
相
違
を
示
す
好
例
と
し
て
曽
て
整
理
し
た
所
の 、

知
恩
院

11 
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蔵
大
唐
三
蔵
玄
焚
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
と
輿
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

巻
六
永
久
四
年
点
所
収
(
慈
恩
伝
永
久
点)
の
同
漢
文
の
訓
法
の
相
違
は 、

ー 、
読
添
語
に
つ
い
て 、
ー 、

深
意
性
の
助
詞
「
い」
「
し」
「
く
の
み」
「
や」

は
平
安
初
期
点
に
用
い
ら
れ 、
永
久
点
で
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る 。
又 、
添

意
性
の
助
詞
「
は」
「
も」
等
は
永
久
点
で
は
少
く
な
る 。
(
右
掲
の
相
違
の

I
イ
ロ
ハ
が
該
当) 。

2 、
永
久
点
で
は
格
表
示
語
(
接
続
助
詞
も
含
む
了
時
制
の
助
動
詞
な
ど
は 、

必
要
最
小
限
に
読
添
え
ら
れ
る 。
(
右
掲
の
相
違
の
I
ニ
ホ
へ
ト

チ
が
該
当)

3 、
平
安
初
期
点
で
諸
種
の
類
義
語
の
意
味
の
差
号 、
永
久
点
で
は
捨
象
し
て

特
定
語
に
代
表
さ
せ
用
い
る 。
(
I
リ
ヌ
ル
が
該
当) 。

E 、
助{子
の
訓
法
で
は 、
ー 、

平
安
初
期
点
で
辞
の
訓
で
あ
っ
た
助
字
が 、
永

久
点
で
は
詞
の
訓
に
な
る 。
(
E
1
2
が
該
当) 。

2 、
平
安
初
期
点
で
不
読
の
助
字
が 、
永
久
点
で
変
っ
た
も
の
は
必
ず二
定
訓

を
持
つ 。
(
E
3
4
が
該
当) 。

E 、
実
詞
訓
で
は 、
1 、

平
安
初
期
点
の
和
訓
の
字
を 、
永
久
点
で
は
字
音
読

と
す
る
(
E
1
が
該
当) 。

2 、
平
安
初
期
点
の
和
訓
を
平
易
な
和
訓
と
す
る
(
H
2
が
該
当) 。

と
な
っ
た 。
ζ
れ
ら
の
相
違
は 、
い
ず
れ
も一
定
傾
向
に
訓
法
が
変
濯
し
た
現

れ
と
解
せ
ら
れ
る 。
即
ち
漢
文
を
fX
全
体
と
し
て
把
握
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る

国
語
を
当
て
る
と
す
る
平
安
初
期
の
個
性
的
な
訓
読
態
度
に
対
し
て 、
永
久
点

の
態
度
は 、
漢
字一
字
毎
の
訓
を
考
え
て
そ
れ
に
従
っ
て
画一
的
機
械
的
に
訓

読
す
る
乙
と
で
あ
る 。
さ
す
れ
ば
角
筆
点
と
長
究
点
と
の
訓
法
の
相
違
も 、
そ

れ
と
授
を一
に
す
る
も
の
で
あ
り 、
逆
に
角
筆
点
が
訓
法
上
か
ら
も
平
安
初
期

加
点
で
あ
る
と
と
を一
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

五、

平
安
初
期
角
筆
点
の
加
点
者
の
学
統

12 

さ
て 、
右
述
の
ヲ
コ
ト

点
法
は 、
中
田
祝
夫
博
士
の
第一
群
点
に
属
す
る
も

の
で
あ
る 。
ζ
の
第一
群
点
に
属
す
る
平
安
初
期
の
点
本
は 、
中
田
博
士
に
よ

(
注幻)

れ
ば 、
主
と
し
て 、
南
都
の
僧
の
加
点
と
さ
れ
る 。
成
実
論
天
長
点
と
飯
室
切

金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
古
点
と
が
ヲ
コ
ト

点・
仮
名
字
体
の
近
似
か
ら 、
教
学

師
資
系
統
の
最
も
近
い
関
係
者
の
手
に
な
る
乙
と
は
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
所

で 、
そ
の
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
が
東
大
寺
の
学
僧
明一
の
著
作
で
あ
る
ζ
と

は
知
ら
れ
る
所
で
あ
り 、
中
田
博
士
は
東
大
寺
明一
の
法
資
又
は
そ
れ
と
近
い

人
の
加
点
と
推
定
さ
れ 、
又
成
実
論
天
長
点
も
内
容
上 、
成
実
論
専
攻
学
侶
の

隼
に
な
っ
た
乙
と
は
疑
い
な
く 、

南
都
古
宗
派
の
僧
の
加
点
と
さ
れ
た 。
飯
室

切
は
法
隆
寺
出
自口問
で
あ
る
が 、
百
論
釈
論
承
和
点
も
法
隆
寺一
切
経
の一
で

あ
っ
た 。
又
大
乗
掌
珍
論
承
和
点
は 、
識
語
の
「
間
基
読
了」
「
薬
師
寺
西
院

議」
と
あ
る
に
よ
り 、
間
基
が
法
隆
寺
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
法
起
寺
に
擬
定

さ
れ
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る 。
維
摩
経
義
疏
巻
下
平
安
初
期
点
は
現
に
法
隆
寺

に
伝
っ
て
い
る 。
乙
れ
ら
に
よ
れ
ば 、
大
唐
西
域
記
の
角
筆
点
が
平
安
初
期
の

第一
群
点
に
属
し 、
且
つ 、
成
実
論
天
長
点
等
に
点
法
が
賠
似
す
る
こ
と
は 、

訓
点
の
ζ
と
が
師
資
相
承
の
業
で
あ
っ
た
乙
と
か
ら
見
て 、
角
筆
点
の
加
点
者

も
亦 、
南
都
の
僧
侶
と
考
え
ら
れ
て
来
る
の
で
あ
る 。

京
都
興
型
寺
の
現
住
職
浅
野
牧
仙
師
の
直
話
に
よ
る
と 、
と
の
大
唐
西
域
記

は 、
南
部
の
さ
る
古
寺
か
ら
持
来
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
由
で
あ
る 。
乙
の

本
の
ヲ
コ
ト

点
法
が 、
そ
の
と
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る 。

六、

盟一
聖
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻
第
一

朱
点
と
の
関
係

ζ
の
巻
第一
に
は 、
角
筆
点
の
外
に 、
朱
点
と
白
点
と
が
加
え
ら
れ
て
い
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る 。
朱
点
は 、
既
述
の
如
く

序の
三
十
八
行
に
だ
け
あ
る 。
し
か
も
ヲコ
ト

点

の
み
で
そ
れ
も
星
点
本
位で
あ
り 、
次
の
如
く

帰
納さ
れ
る 。

乙
れ
は
角
筆の
ヲコ
ト

ニ
コ
ト
ハ
\
句
及
ぴ
読

↑|
↓l

J

\

111114

点
と
全
く一

致
す
る 。

一

音
モ
一
、
，一

一

合

そ
れ
ば
か
りで
な
く

各

ト・
→ノ

・
・

→
リ
ル-

一
川 ll

漢
字に
施し
た
各
ヲコ

一 ・a
'

」

一}
I!lili
--
州

ト
点の
位
置
も
全
く

重

ヲ

イ

テ

な
り
合っ
て
い
る 。
角

筆
点
も
序
は
ヲコ
ト

点の
み
で
あ
る 。
従っ
て
訓
法は
完
全
に一
致し
て
い
る

(
附
録
参
照) 。
但 、
朱
点の
み
で
角
筆
点が
な
い
箇
所が
あ
るの
は 、
角
筆
点

が
薄
れ
て
し
まっ
て
認
め
難い
所で
あ
る 。

角
筆
ヲコ
卜

点
と
朱
ヲコ
ト

点
との
先
後
関
係
は 、
先
ず
初に
角
筆
点が
加

え
ら
れ 、
次
い
で
全
く
同
じ
位
置
に
角
筆
点
を
な
ぞ
る
よ
うに
し
て 、
朱
点が

加
え
ら
れた
こ
と
が
判
る 。
そ
れ
は 、
角
筆
ヲコ
ト

点の
わ
ず
か
な
凹
みのへ

りの一
端に
不
自
然
な
形で
朱
がつ
い
て
い
た
り
(ロ
行
「
釣
奇(ナル)乙と」

の
「乙
と」
の
ヲコ
ト

点
な
どて
角
筆
点に
重
ね
て
太
自の
朱が
加
え
ら
れ

た
為に
角
筆
点が
殆
ど
消
さ
れ
か
かっ
た
形に
なっ
て
い
る
(ロ
行
「
遠
哉 、」

の
句
点 、
却
行
「
型
|

逃」
の
合
符の
縦
，似
な
ど)
乙
と
か
ら
判
明
す
る 。
朱

の
加
点
者
もそ
の
ヲコ
ト

点
法か
ら
考
え
て 、
角
筆
点
と
同一
人
か
又
は
教
学

上
近
い
関
係
者
と
見
ら
れ
る 。
恐
ら
く 、

極め
て
私
的
な
備
忘の
目
的で
角
筆

点
を
加
え
た
後
に 、
改め
て
そ
の
訓
点
を
や
や
明
示
す
る
必
要
か
ら 、
角
筆
点

の
上
を
朱で
な
ぞ
り
始め 、
序だ
けで
そ
の
作
業
を
止
め
た
もの
で
あ
ろ
う 。

因
み
に 、
巻
第一
に
は 、
別
に
白
点
も
全
巻
に
加
え
ら
れて
い
る
が 、
落
剥

が
甚し
く

解
読
は
角
筆
点よ
り
も
容
易で
な
い 。
仮
名
字
体
は
平
安
初
期の
様

相
を
示
すが
省
酒
体が
多
く 、

角
筆
点よ
り
も
遥
か
に
降る
加
点で
あ
る 。
ヲ

コ
ト

点
も
星
点の
外
に
線
点・
鈎
点
も
用い
そ
の
点
法
は 、
中
田
祝
夫
博
士の

第二
群
点に
属
す
る
形
式で
あ
る 。
と
の
群
点
も
平
安
初
期に
は
南
都の
僧
侶

の
所
用
と
さ
れ
る
か
ら 、
角
筆
点
を
加
え
た
平
安
初
頭
期か
ら
十
数
年
或い
は

二・
三
十
年
以
後
に 、
同
じ
南
部の
僧が
訓
読
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る 。
但

し 、
点
法
も
異
な
り 、
又 、
訓
法
も
全
同
で
は
な
い
か
ら 、
角
筆
点
と
は
係
り

な
く

加
え
た
もの
で
あ
ろ
う 。

ζ
の
点
本の
よ
うに 、
先
ず
第一
に
角
筆
点
を
加
え 、
後
に
朱な
ど
の
色
彩

の
加
点
を
す
るζ
と
は 、
乙
の
点
本に
次い
で
古い 、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点

に
も
見
ら
れ
る 。
乙
と
で
も 、
大
字の
角
筆の
仮
名
を
な
ぞ
る
よ
うに
し
て
没

色の
仮
名が
加
え
ら
れて
い
る
の
で
あ
る 。
大
乗
広
百
論
釈
論
承
和
八
年
点に

も 、
裏
打
修理
を
経た
為に
極め
て
見
難い
乍
ら
角
筆
点
らし
き
もの
が
認
め

ら
れ 、
し
か
も
朱
点よ
り
先に
加
え
ら
れた
節が
あ
る 。
ζ
れ
ら
は 、
同一
点

本
中
花 、
角
準
点の
外に
朱
点や
白
点が
改め
て
後
か
ら
加
え
ら
れた
もの
で

あ
る
が 、
或い
は
角
筆
点だ
けの
資
料
も
存
す
るの
で
は
な
か
ろ
う
か 。
し
か

も
朱
点・
墨
点よ
り
も
角
筆
点が
先
行
す
る
事は 、
ζ
れが 、
訓
点
記
入の
初

期の一
方
式で
あっ
た
と
と
を
考
え
させ
る
もの
で
あ
る 。
更に 、
大
唐
西
域

記
巻
第一
の
角
筆
点が
南
部の
僧の
所
用で
あっ
た
と
と
は 、
乙
の
宗
派が
奈

良
時
代
以
前
か
らの
伝
統
を
背
負
う
点で 、
もっ
と
多
くの 、

平
安
初
期
以
前

の
角
筆
所
用
資
料
を
発
見
す
る
期
待
を
抱か
せ
る
もの
で
あ
る 。

最
後
に 、
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
弁
流
記
資
財
帳(試日口
一治
諮問)
に
は 、
天
平
六

年三
月
平
城
宮
に
納
め
た
雑
物
中
に
「
象
牙
尺一
口 、
長
三
寸 、
象
牙
納
解

一
口」
と
あ
り 、
象
牙
尺
は
正
倉
院
に
現
存
し
て
い
る 。
象
牙の
角
筆
もい
ず

乙
か
に
現
存し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か 。
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注1、
角
怨
の
材
質・
形
状・
使
用
目
的
な
ど
に
つ
い
て
は、
平
安
時
代
の
古
記

録
等
に
そ
の
記
事
が
散
見
さ
れ、
又、
江
戸
時
代
に
は、
角
筆
に
つ
い
て
詮

索
し
た
随
筆
の
記
事
も
少
な
く
な
い。
そ
の
一
端
に
つ
い
て
は、
既
に、
拙

著
「
銃一問
一切
糾
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究」
六
九
二
頁
以
下
に
触
れ
た
の

で
参
照
さ
れ
た
い。

2、
「
角
点」
の
名
称
は、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
大
日
経
疏
永
久
二
年(一

一
一
四)
点
巻
第
十
に
「
是

削剥
説
也 、

般
若
僧
正
御
点
云」
と
あ
り、
又、

「
白
点」
「
朱
点」
に
対
し
て
「
角
点」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
知
れ
な
い

が、
「
三
角」
「
四
角」
な
ど
ヲ
コ
ト
点
の
形
状
を
連
怒
さ
せ
る
の
を
避
け
て、

「
角
況
で
舎
か
れ
た
点」
の
怠
を
絡
め
て
「
角
第
点」
を
用
い
る
と
と
に
す

ヲ也。
3、
十
四
点
の
中、
九
点
(
1
2
4
6
7
m
u
u
日)
は、
「
角
筆
点
所
用
の
訓

点
資
料
群
に
つ
い
て」
(
注
1
拙
著
六
九
二
頁)
で
報
告
し
た。
又
朗
自
氏
文

集
天
永
四
年
点
の
品川
準
点
(
昭
和
四
十
二
年
三
月
確
認)
は、
同
書「
補
説」

で
報
告
し、
次
い
で
同
九
条
本
文
選
巻
第
二
十
承
安
二
年
点
の
角
銭
点
(
昭

和
四
十
二
年
七
月
確
認)、
同
不
空
絹
家
神
呪
心
経
保
口
点
の
角
準
点
h
昭

和
四
十
二
年
十
月
確
認)

を
『
古
事
類
苑
』
(
複
刊)
月
報
日

(
文
学
部
第
三

錦 、

昭
和
四
十
三
年
二
月)

で
紹
介
し
た。

そ
の
後、
ω
神
田
万
二
郎
博
士
磁
古
文
尚
往
平
安
中
期
点
の
角
公
点
(
昭

和
四
十
四
年
四
月
確
認)

、

同
世
説
新
舎
が]
第
六
平
安
中
期
点
の
角
第
点
(
昭

和
四
十
四
年
七
月)
を
知
っ
た。

本
稿
で
取
上
げ
た
剛山
型
寺
球
大
庇
西
域
記
巻
第
一

の
平
安
初
期
の
角
準
点

は、
昭
和
四
十
三
年
十
月
の
調
査
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る。

岩
崎
文
庫
磁
古
文
尚
舎
平
安
中
期
点
の
角
怨
点
は、
東
山
御
文
庫
本・
神

田
喜一
郎
博
士
蔵
本
が
全
巻
に
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点・
仮
名
の
あ
る
と
と
か

ら
す
れ
ば、
そ
の
僚
巻
と
し
て、
や
は
り
全
巻
に
角
怨
の
ヲ
コ
ト
点・
仮
名

の
あ
る
ζ
と
は
予
想
さ
れ
る
所
で
あ
っ
た。
筆
者
は
当
初
五
筒
所
程
を
確
認

し
他
の
箇
所
に
も
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
認
め
る
ζ
と
を
報
告
し
た
が、
そ
の

後、
石
塚
鴎
辺
氏
が
全
巻
に
角
第
点
の
あ
る
と
と
を
認
め
ら
れ
た。
傘
民自
も

再
度
の
調
査
で、
と
の
ζ
と
を
確
認
し
た。

又、
世
説
新
品刊日
巻
第
六
平
安
中
期
点
は、
昭
和
四
十
四
年
四
月
に、
京
都

国
立
博
物
館
に
お
い
て
「
日
本
国
宝
展」
拝
観
の
折
花、
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス

越
花
見
た
朱
点
の
様
式
よ
り、
角
筆
点
の
存
在
を
予
測
し
た
が、
同
席
の
石

塚
晴
辺
氏
が
そ
の
後
実
物
に
つ
い
て
の
調
査
で
角
第
点
を
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る。

4
、

注
1
の
拙
著
四
九
三
頁 。

5、
そ
の一
端
に
つ
い
て
は、
拙
稿「
訓
点
記
載
の一
様
式
に
つ
い
て
の
報
告」

(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
第
二
十
四
輯) 、
及
び
注
1
の
拙
著
七
O
三
頁
に

掲
げ
た。
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6、
吉
沢
義
則
「
弁
々
竹
添
先
生
遺
愛
底
紗
波
書
印刷
雄
伝
訓
点」(『
国
語
説
鈴』

一
八
三
頁)
と
「
濁
点
源
流
考」
(『
国
語
説
鈴』
二
七
七
頁)。

7、
吉
田
金
彦
「
訓
点
一噴出
五
題」
の
中
「
観報相
大
唐
西

空記
博諸」。
曽
回

文
雄
「
建一
大
活
西
域
記
巻
十
二
の
朱
点」。
以
上
二
筋
共
に
『
訓
点
語
と
訓

点
資
料』
第
十一
一輯
所
収 。

8
、

白
回
文
雄
「
興
聖
寺
本
大
庇
西
域
記
巻
十
二
併
解
説
文
」

(
『
訓
点
語
と
訓

点
資
料
』

第
十
四
輯)

。

9、
注
7
の
論
考
に
「
巻
十
二
を
除
く
他
は、
知
ら
れ
る
ヲ
コ
ト
点
は
た
だ
ζ

の
白
点(制
糊
4住吉
す)
だ
け
と
思
わ
れ
る」
と
さ
れ
る。

日、
注
7
の
論
考
参
照。
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日 、
成
実
論
天
長
五
年
(
八
二
八)
点
は 、
平
安
初
期
三
十
余
年
を
経
て
い
る

が 、
そ
の
仮
名
字
体
は
省
函
休
が
多
用
さ
れ
て
い
る 。
「
ア」
「
オ」「
ク」

「
l戸こ
「
コ
」
「
小」
「
作」
つ不」
「
ノ」
「
リ」
の
知
く
で
あ
る 。

天
長
点
よ

り
古
い
阿
枇
達
磨
雑
集
論
古
点
で
さ
え 、
六
十
四
五
の
万
葉
仮
名
に
対
し
て

三
十
前
後
の
省
固
体
を
持
つ
(『
仮
名
発
達
史
序
説』
八
O
頁) 。
万
葉
仮
名

本
位
の
点
本
は 、
平
安
極
初
頭
期
の
も
の
に
見
ら
れ
る
が 、
春
日
政
治
博
士

に
よ
れ
ば 、
景
雲
写一
切
有
部
批
奈
耶 、
同
志
蕩
尼
枇
奈
耶
は
万
葉
仮
名
本

位
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が 、
そ
れ
に
も
四
つ
の
省
画
体 、
同
華
厳
経
に

も
数
箇
の
省
画
体
が
あ
る
と
さ
れ
る
(『
片
仮
名
の
研
究』
一
六
頁) 。
ヲ
コ

ト
点
と
併
用
さ
れ
た
仮
名
が 、
大
唐
西
域
記
の
角
筆
点
の
如
く

万
葉
仮
名
本

位
で
あ
る
と
と
は 、
そ
の
士臼
さ
を一
示
す
も
の
と
し
て 、
ヲ
コ
ト

点
法
の
士口
形

式
と
併
せ
て
注
目
さ
れ
る 。

ロ 、
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究』
研
究
篇
二
八
頁 。

「
訓
字」
の
項
に 、
「
訓
読
は
仮
名
づ
け
が
主
で
あ
る
が 、
又
同
訓
の
漢
字
を

以
て
「
菜
也」
或
は
「
某」
と 、
傍
記
し
た
り 、
側
外
に
摘
出
し
た
り
し
た

も
の
が
あ
る」
と
あ
る 。a

は

を

〔
ル〕
に
に

目 、
a
は 、
序
の
8
行
「
堅二
子
察
情
訪レ
道
摩
騰
入
L惜」
の
「
竪」
字
に
加

点
さ
れ
て
い
る 。
同
位
置
に
は
朱
点
の
a
も
あ
る
か
ら 、
ヲ
コ
ト

点
と
見
ら

オヨム一ア

れ
る 。
石
山
寺
蔵
本
長
究
点
で
は
「
笠」
と
訓
じ
て
い
る 。
観
智
院
本
類
来

名
義
抄
に
は
「
オ
ヨ
プ 、

イ
タ
ル 、
ア
ツ
カ
ル
」
の
訓
を
載
せ
る 。
或
い

は
「
イ
タ
ル
」
の
「
い」
点
か
と
も
考
え
た
が 、
と
の
本
で
は 、
ヲ
コ
ト

点

〔オヨフ》

は
テ
ニ
ヲ
ハ
に
主
と
し
て
用
い
て
い
る
か
ら 、
「
竪
を
ば」
の
「
を」
で
あ
ろ

う
か 。

い《シ》てb〔訓〕

も(ロそロ)

b
は 、
本
文
の
m
行
「
竜
変
為レ
人
与ユ
諸
婦-
会
生レ
子」
の
「
為」
字
に

加
点
さ
れ
て
い
る 。
前
後
よ
り
考
え
て
「
ナ
リ」
と
訓
み
う
る
が 、
こ
の一

箇
所
の
み
で
あ
り 、

角
筆
の
ヲ
コ
ト

点
は
他
は
星
点
の
み
で
あ
る
の
で 、
疑

わ
し
く 、
汚
点
の
場
合
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

尚 、
漢
字
の
左
下
の
双
点
は 、
句
末
に
多
く
現
わ
れ
る
が 、
げ
行
「
由--

を
ll

に
を
〈
ス
ア)
る
に

に

徳
不レ
被レ
物
威
不予

及レ
遠」
の
「
由」
「
不」
字
に
も
加
点
さ
れ
て
あ
り 、

「
所レ
鐙
経
論」
(
出
行) 、
「
親
践
者」
(
犯
行)
に
も
あ
る
と
と 、
又
句
読
の

機
能
は 、
漢
字
右
下
の
長
め
の
斜
線
が
果
し
て
い
る
乙
と
か
ら 、
句
読
に
係

ら
ぬ
も
の
と
考
え 、
「
訓」
を
示
す
と
解
し
た 。
ζ
れ
に
対
し
て 、
漢
字
中

央
の
点
は 、
「
聖
到」
の
外 、
「
到
会」
(法
制側
一ぬ) 、
「
山
剖」
(
噛純)
に
も
加

点
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
音」
を
示
す
点
と
解
し
た 。
平
安
初
期
の
ヲ
コ

ト
点
に
「
音」
「
訓」
を
示
す
点
法
を
用
い
る
乙
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
が 、
中

で
も
音
・

訓
の
別
を
足
点
で
示
す
こ
と
は 、
成
実
論
天
長
五
年
点
・

飯
室
切

金
光
明
長
勝
玉
経
註
釈
古
点、
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
士口
点、
大
乗
広
百
論
釈

論
承
和
点
に
見
え 、
い
ず
れ
も
本
資
料
と
同
じ
く 、
中
国
祝
夫
博
士
の
第一

群
点
の
点
法
で
あ
る
の
が
注
意
せ
ら
れ
る 。
特
に 、
百
論
釈
論
承
和
点
で
漢

字
の
中
央
に
加
え
た
縦
線
を
も
「
音」
の
表
示
に
用
い
て
い
る
の
は 、
参
考

と
な
る o

u 、
「
初
期
点
法
例
|

聖
語
蔵
点
本
を
資
料
と
し
て
|」 、

「
聖
語
蔵
本
唐
写
阿

枇
逮
庭
雑
集
論
の
古
点
に
つ
い
て」
(
共
に
『
古
訓
点
の
研
究』
所
収) 。

日 、
大
乗
掌
珍
論
承
和
姦
祥
点
は 、
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・

総
論
篇』

別
冊
に
よ
る
も
の
で 、
「
ト」

点
は
中
上
に
も
あ
る 。
大
智
度
論
天
安
二
年
点

も
同
蓄
に
よ
り 、
「
ト」

点
は
見
え
な
い 。
聖
語
蔵
中
観
論
平
安
初
期
点
は

『
古
訓
点
の
研
究』
に
よ
る
も
の
で 、
「
ト」

点
は 、
右
外
の
点
だ
け
で
あ
る e

m 、
聖韮問
蔵主口
薩
善
戒
経
平
安
初
期
点
は
『
古
訓
点
の
研
究』
に
よ
る 。

げ 、
金
剛
般
若
経
讃
述
仁
和
元
年
点
は
『
訓
点
語
の
研
究』
に
よ
る 。

路 、
注
凶
に
同
じ 。
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印、
拙
稿
「
助
詞
イ
の
残
存
|
平
安
時
代
の
使
用
者
と
用
法」
(
東
洋
大
学
紀

要
十
三
袋 、
昭
和
三
十
四
年
五
月) 。

加 、

注
1
拙
著
二
二
七
頁

幻 、
『
士口
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・

総
論
篇』
二
六
四
頁 。

〔
附
記〕

ζ
の
柿
は
本
年
五
月
二
十
五
日、
京
都
に
お
け
る
国
語
学
会
研
究

発
表
会
で
発
表
し
た
所
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。
興
聖
寺
政
大
庇

西
域
記
の
調
査
に
は、
同
寺
浅
野
牧
仙
師
の
芳
悩
を
頂
き、
又
築
円一同

裕
氏
の一品
配
と
助
力
を
恭
う
し
た。
乙
と
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
る。

〔
附
録〕

角
筆
点
の
訓
読
例
1
序
全
文

な月
準
の
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
示
す。
活
弧
は
補
読
で
あ
る
J

一
尚、
参
考
と
し
て
各
行、
左
側
に
朱
点
の
訓
み
を
も
示
し
た。

一

f
反
点
は
私
に
付
し
た。
句
点
は
原
本
の
角
傘
に
従っ
た。
『

1
「
大
唐
西
域
記
序

で一)
(
ミ
レ
ハ)

2
「
籍
以

湾
儀

(
レ)
は

(
モ)

て(
ム
ル
コ
ト)

天
無三
以
究ニ

其

3

も

(
ム
ル)
ζ
と

で
ニ

(
ヌ)
〔td

〕
(
ノ)

(
ス
ア)
る

是

知

方
志

所レ
未ν

伝

〔立日

〕

(
ス
ア)
る

(
テ)

(
ミ
ル)
に

〔A口〕

勝

喜一
哉 、

詳

夫

天
竺
之
1

為レ

国
〔
也〕

て

{
ミ
ル)
に

〔
合〕

(
ナ
ル)
ζ
との

QU

〕

〔
訓〕(
ム)

尚
失 、
聖

5
「
賢
〔
以
之〕
間以レ
診 、
仁
儀

〔
音

〕

〔
訓〕

を

(
レ
ト
モ)

門
訓〕(
ユ
レ)
は

〔
合〕
に
(
ク
ニ)
(
タ
リ)

然

事
絶ニ

於
議
代-

壌

隔ニ
於

〔
訓

〕
(
ユ
レ)
は

〔
合〕
に

{υ
ご
(
ス
ル
コ
ト)

〔tH

〕
*
2

莫ユ
之
紀一

王
会

所レ
不レ
書 、

〔宜日

〕

「 古
極( ib員ー 、!.. -之
括 土広:t:

手有 ( 乙 コ単 品三 と よ

2 誼?i î直
所 会 識

( とr- 足 ;" t衷
3ミ ノ、^ レ 、 ，寄る
? レ 7 _ 耐を * '"孟
主壁E Z T土 之ー 二 7

2 1 5異5
其 Z ヲ
I百 と ム
ーi、 亨 は談 は

4 
----， 

l主主
_ocr_ 

可

博
望

て撃て

を空を

11:  徒!I: 6 
一---，

前慣で 中 於
〕二、l v 土Ir � �害
を懐 三 了三 一 ぺ v 釆

於 岩出話回附f
zp S経5 健三

と

7
「
竹一

(
γ)

て

を

に

門
訓

〕を

(
ニ)

毘
明
|
道
閉
謬
臨時ニ
力
於
神
池一
遂
使三
瑞
表ニ
恒
星一

〔
合〕

て

を

に

〔
訓

〕を

に

(
ニ
セ
リ)

に

に

を

(
ヲ)

欝エ

玄
妙
於

8「
千
誠一
夢
章二
侃
日一
秘ニ
神
光

於
万
里一

(
ニ
セ)
り

に

に

を

を

に

(
7)
を
は

を

に

に
い{
マ
リ)
て

に(
ス
ア)
り

盟二

子
寮
惜
訪レ
道
iM序
9
「
騰
入予
洛
経
蔵ニ

石
室-
未レ

尽-一
竜

(
7)
を
は

に

に
い
て

に

{
ナ
ル)
乙
と
を
は
を(
ケ)
り

に

〔
訓〕(
ム
ヤ)

{
ナ
ル}

宮
之
奥一

像
画ニ
涼
台-
寧
極ニ

叩
「
鷲
峯
之
美ぺ

(
ナ
ル)
乙
と
を
は
を(
ケ)
り

に

門
訓

〕

(
ナ
ル)

乙
と
を

(
リリ)
と
と

(
ル)

に

て

自レ
弦
販
後
時
l

政
多レ
虞 、

閤
竪
乗ν

権
漬-一
東
京­

乙
と
を

〔
合

〕

(
リ)
こ
と

に

て

を

て

を

〔
訓

〕
(
タ
リ)

日
「〔
而〕
鼎
崎 、
母
后
成レ
畳
毅ニ
中
朝-
(
市〕
幅
裂 、

憲
章
氏ニ

て

を

〔
訓

〕

に

(
メ
タ)
り

に

て

〔
訓〕

於
函
錐一
燦

ロ
「
熔
笹ニ

於
閲
寒一
四
郊
因〔
市〕
多レ
塁 、
況
弦

に

(
メ
タ)
り

に

て

〔
訓〕

て(
ヤ)

(
シ
カ
レ
ト)
も

(
ナ
ル)
己
と

(ニ
ア
リ)

邦
之
絶レ

遠
〔
哉〕 、

然

而
鈎

日
「
奇

〔
之〕
客
希レ
世

て(
ヤ)

(
シ
カ
レ
ト)
も

(
ナ
ル)
ζ
と

(ニ
ア)
り

に(
ル)
E
と(
ス
コ
シ)
は
(
セ)
り

(
シ
キ)
乙
と
を
に
て

間
至 、

頗

存ニ
記
注一
寧
尽ニ
物
土
之
宜-

徒
採ニ
神

に(
ル)
乙
と

は

(
セ)
り

(
シ
キ)
乙
と
を
に
て

を

を
は

に

て

に〔
訓

〕
*
3
を

て

経-
H
「
未レ
極ニ
真
如
之出回一

随レ一
一統レ
定
務ニ
恢
彊一
尚
且
陪ニ

を

を
は

に

て

に〔
訓〕

を

て

を

て

を

を

に

西
海-
〔
而〕
洛
暖 、

日
「
望一一
束
離-
〔
而〕
符
軸 、
場ニ
旋
玉
門
之
表一

を

て

を

を

に

〔
音

〕
(
ス)
と

門
合

〕

に

(
ル)
乙
と(
ス

信
亦
多レ
人 、

利ニ
渉

葱
嶺

之
1

宜
日
「
源-
蓋
元レ
足レ

紀 、

〔
音

〕
(
ス)
と

〔
合

〕

に

(
ル)
乙
と(
ス

ル)
に

て

を

て

に

こ
と(
7-フ
ム)

昂
能
指二
雪
山-〔
而〕
長
驚 、
望ニ
竜
地-〔
而
こ
息

ル)
に

て

を

て

に

E
と(
ア
ラ
ム)

は

〔
訓

〕を門
訓〕

に

を(
ス
ア)
る
に
で一)

〔
者〕
哉 、

良

げ
「
出ニ
徳
不ν
被レ
物
威
不予
及レ
遠

回
「
我
大
唐

は

〔
訓

〕を〔
訓

〕

に

を(
ス
ア)
る
に

に

て(
ル)
乙
と

を

て

を

〔
訓

〕

に

て

を

之
有

ニ
天
下-〔
也〕
閥ニ
蛮{
子〔
而〕
創ニ
帝
図(
禄z
撹
鎗-〔
而〕

て(
ル)
乙
と

を

て

を

〔
訓

〕

に

て

を

を

に(
ス
ル)
に

{
ニ
ア
ル)
E
と

の

は

て
〔
合〕

清一一
回
「
天
歩一

功
伴ニ

造
化-
明

等ニ
照
臨一

人
荷エ
再
|

を

に

に

(
ニ
ア
ル)
E
と

の

は

て
〔
合〕
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を

(
ヲ)

門
合〕

に

て

は

生一
宍ニ
骨
紛
狼
之
|

吻一
蒙ニ
家

却

を

〔
合〕

に

て

は

て

に i

に
と(
シ)

総司自
異
類
於
葉
街-
掩ニ
遅
荒
於
与
地一
苑ニ
十

て

に

に
と(
シ)

を

て

を

を

て

て

に

環
海一
小-一
五
帝-〔
而〕
部ニ
上
皇一
法
師
幼
漸ニ
法
門-
慨ニ
紙

を

て

を

を

て

て

に

(
ム)
乙
と(
ナ
キ)
を、

て

を

て

を

て

を

に

之
莫
履一

長
懐--
瓦
逃一
仰ニ
鹿
野-〔
而〕
姐レ
心
襲ニ
裳
浄
境「

(
ム)
己
と(
ナ
キ)
を

、

て

を

て

を

て

を

に

(
ヨ
リ)
を

て

〔
合〕

に〔
訓〕

〔
合〕

(
ル)
に

実

お
「
惟ニ
素
蓄一
会ニ
淳
風
之
|

西-
恒ニ
属
候
律
之
|

東
帰一
以ユ

を

て

〔
合〕

に〔
訓〕

門
合〕

(
ル)
に

を

に

て

F

E

貞
観
三
年-

M「
杖レ
錫
遵レ
路 、
資ユ(配帥行)
お「
皇
霊-〔
而〕
抵-一
殊

に

て

に

に〔
音〕

と
(
ハ)

(
ナ
ル)
こ
と
に

て

に

に

て

を

俗一

冒一一

重
険-

其
若レ
夷 、
仮二
冥
助一
〔
而〕
践ニ
畏
塗­

に〔
音〕

と
(
ハ)

(
ナ
ル)
E
と
に

て

に

に

て

を

て
に

に

(
イ
タ)
る
に

を

幾ニ
お
「
必
危一〔
而〕 、
巴
済
績
寒 、
駿
従
展
転
方
達 、
言
尋ニ
真
相一

て
に

に

る

に

を

を

に

に

〔
訓〕

を

見ニ
不レ
見

幻
「
於
空
有
之
間一
博
考ユ
精
微-
間四一
不レ
聞
於
生
滅

を

に

に

〔
訓〕

を

門
合〕

に

〔
釧〕

を

に

之
|

際一
廓--
群
お
「
疑
於
性
海-
啓-一
妙
党
於
迷
律一
於
是
隠
括ニ

〔
合】
に

〔
訓〕

を

に

を

(
ト
シ
テ)

も

乙
と
は
(
ル)
乙
と(
ア
ラ) 、

(
フ
ル)
に〔
合】

衆
経一
無ニ
片
言

而

却
「
不予

尽

傍
稽ユ
聖
|

を

も

と
と
は
(
ル)
ζ
と(
てフ) 、

に

〔
合〕

を

て

に

連-
無
二
物
而
不予
窺 、
周
流ニ
多
載-
方
始
旋
返 、
十

叩「
九
年
正

を

て

K

K

に〔
訓〕

月
届ニ
子
長
安「
所レ
獲
経
論
六
百
五
十
七
部
有レ
詔
訳

出
「〔
莞〕 、

グ」

Y」「州川J

l

lr言、

〔
釧〕
は

〔
訓〕
は

る

を

に

親
践
者一
百一
十
園 、

伝
問
者
二
十
八
園 、
或
事
見ニ
於
前
典九

〔
訓〕
は

〔
訓〕
は

る

を

に

る

を

を

て

担
「
或
名
始ニ
於
今
代(
英レ
不ニ
餐レ
和
欽亨
沢
頓
頼〔
而〕
知レ
帰 、
詰ニ

る

を

を

て

い

て

を

に

を

に

に

吏
革レ
音

問「
梯ν
山
〔
而〕
奉
L究
款ユ
闇
庭-〔
而〕
相
打
襲--
冠
帯一

い

て

を

に

を

に

に

一「

錫
寿

21 還
----， ニ

洲 魂
を ー をは

鬼
は

而 蛾

?FZ 長こニ ζ二IC - 、 !C

n「
園

〔
訓〕

(
ナ)
る

〔
而〕
成レ
群 、

出
「
産
風
土
之
差 、
習
俗
山
川
之
異 、

〔
訓〕

(
ナ)
る

(
キ)
を
は

に(
キ)
を
は

に(
セ)
り

遠

則
稽ユ〔
之
於〕
国
典一
近
〔
則〕
詳ニ

〔
之〕

お
「
於〕
故

(
キ)
を
は

K(
キ)
を
は

K(
セ)
り

K

に(
ア
ル
カ
ナ)

〔
訓〕

に

乙
と(
ヲ)

老一
選

〔
失〕 、
殊
方
依
然
在ν
目 、
無レ
労
掘レ
緊

巳
詳ニ

に(
7
ル
カ
ナ)

〔
訓〕

に

と
と(
ヲ)

の

は

て

を

油
索一
名
為ニ

部「
大
居 、
西
域
記
二
表
十
二
巻 、
続
惟
音レ
事
記レ

の

は

て

を

に

に

を

言
固
絹ニ
於
微

訂
「
腕一
瑛
詞
小
道
翼
有レ
補ニ
於
遺
闘(
秘
書
著

に

に

を

に

(
へ)
り

作
佐
郎
敬
播レ
宇

部
「〔
之〕
云ν

爾

に

(
へ)
り

爾
其
物

*
l
「
足」
字
中
央
に 、
角
ヲ
コ
ト

点
と
朱
ヲ
コ
ト

点
あ
り 。
訓
法
不
明 。

*
2
「
所」
に
「
る」
の
ヲ
コ
ト

点
が
あ
る 。
「
不
る」
の
誤
点
か 。

*
3
「
を」
の
ヲ
コ
ト

点
は「
恢」
字
に
加
う 。
と
の
点
本
で
は
こ
字
熟
語
に

に

て

に

助
詞
を
読
添
え
る
時
は 、
そ
の
助
詞
を
「
同
史
詳
汚」(
釘) 、
「
至エ
少
川

沢一」
(
釘)
の
如
く 、
上
字
に
加
点
す
る 。
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